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【吉良地区の防犯】
以前、吉良地域には、身の危険を感じた時に逃げ込める「こ
ども１１０番の家」がたくさんあったと感じています。しか
し、最近では、看板を見かけることも少なく、数が減ってい
るのではないかと思います。町内で発生している犯罪として
は、不審者との遭遇や空き巣による被害が多いという印象で
す。中学生にとっては、登下校時の不審者との遭遇が一番心
配です。下校時、先生から「不審者が出ました。気をつけて
帰りましょう。」という話を聞いたことがありますが、聞く
たびに「不審者と遭遇したらどうしよう。」と不安になりま
す。登下校の際に、「こども１１０番の家」のように、緊急
時に逃げ込める場所があれば、万が一のときに逃げ込めると
思いますが、通学路沿いを見ても看板を付けた家をあまり見
かけません。

【質問１】
「こども１１０番の家」をとりまとめているのはどこです
か。また、「こども１１０番の家」に登録する方法を教えて
ください。登録してもらう会社や個人宅を増やすために、市
は地域への呼びかけなどを行っていますか。

【市長】
犯罪や災害は、人の命や財産に関わることです。私たちは

よく「安全・安心な暮らしを守ります」という言葉を使いま
すが、安全・安心の一番代表的なものは、犯罪や災害からい
かに市民の皆さんの命や財産を守るかということです。
「こども１１０番の家」の取りまとめは、警察が行ってい

ます。登録方法は、警察に直接登録をお願いすることになり
ます。市としては、登録者を増やすため、警察と協力し啓発
活動をおこなっています。登録者を増やす取り組みとしては
「こども１１０番の家講習会」があります。登録意思のある
方々に１１０番の家の目的など理解していただくための取り
組みです。講習会の案内は、市が配布する広報紙と一緒に回
覧でお知らせしています。身の回りでいつ危ない状況が発生
するかわかりませんが、例えば、「こども１１０番の家」
に、のぼり旗やポスターは掲出されているが、危険な時に駆
け込んでも、該当宅に家人が居ないという状態だと意味があ
りません。どの時間帯でも受け入れる状態でないと１１０番
の家として登録してもらうことが難しいように感じます。１
１０番の家の目的を考えると、人が常駐している商店や企業
等が望ましい場所と言えるかと思います。
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【提案１】
「こども１１０番の家」として協力していただける会社や個
人の家を増やす事が必要です。「こども１１０番の家」の場
所を地図に示した「１１０番の家マップ」を作成してはどう
でしょうか。カバンに入るぐらいの大きさなら、手軽に持つ
ことができ、日頃から逃げ込める場所を確認することができ
ます。また、小学生をはじめ、多くの人たちが一目で見てわ
かるように、協力していただける会社や家の玄関にのぼり旗
を設置してはどうでしょうか。のぼり旗のデザインは、私た
ち中学生が考えてもいいと思います。のぼり旗は、小さい子
どもや高齢者でも遠くから見てすぐに確認できるので、協力
していただける会社の方などの理解がいただければ、すぐに
でも始めることができると思います。実際に、通学路沿いに
は、「交通安全」と書かれた黄色ののぼり旗が立てられてい
ますがとても目立ちます。

【質問２】
犯罪のない安全で安心なまちづくりをして欲しいと思います
が、吉良地区で発生した犯罪の種類や件数を教えてくださ
い。

【市長】
最近の吉良地区で発生した犯罪の種類や件数は、平成３１

年１月から６月までの半年間で５４件発生しています。１年
前と比べると１２件の増加となっています。特に横須賀小学
校区で１年前と比較すると１４件の増となっています。
具体的な犯罪の種類は、家の中に入りものを盗む「侵入

盗」です。その他には、自転車盗や車上狙いが代表的な犯罪
の種類です。
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【提案２】
防犯パトロールを兼ね、地域一斉のゴミ拾いを行ってみては
どうでしょうか。町内のゴミ拾いを地域の皆さんと一緒に行
うことで、まちがきれいになるとともに、「空き家などひと
気がない場所はどこか」、「草や木で覆われ、見通しが悪
く、死角になっている場所は無いか」など、町内全体の危険
な場所にも目が向けられ、地域の人たちの防犯意識を高める
きっかけにもなります。キレイなまちづくりは、犯罪への抑
止力につながるという話をきいたこともあるので、西尾市全
体で取り組むこともおすすめです。

また、防犯対策について、市は警察とどのように連携を図っ
ているか教えてください。

【市長】
警察との連携については、西尾防犯連絡協議会という組織

があり、市と警察で協力しながら防犯活動を行っています。
その他、市民の皆さんが独自で組織を作っている防犯協会な
どあります。例えば、各小学校区で組織された防犯協会や、
コンビニなどの店舗で組織された防犯協会もあります。ま
た、市内の工場関係者で作られた工場事業所防犯協会があり
ます。行政や警察など公的な機関が協力しあって防犯対策に
取り組んでいる場合もあれば、工場やコンビニなど市民の皆
さんが主体的に活動している場合もあります。安全安心な社
会を作るということは、どの職業の方々にとっても大事なこ
とです。特に子どもたちを犯罪から守るということについて
は、皆さん団結して力を発揮していただいています。小学校
区などで実施していただいている、ゼロの日の交通立ち番な
どは、PTAや地域の皆さんが通学路上で危険とされる箇所に
立ち、交通安全に努めてくださっています。その他、地域で
は、町内会長が中心となり、まちの安全安心を守るため、警
察の方を講師に迎え、犯罪から身を守る方法などを聞き、地
域で話し合いをしてくれています。
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